
昨
年
三
月
の
東
海
環
状
自
動
車
道
の
開

通
や
、
土
岐
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア
ウ
ト
レ
ッ

ト
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、
土
岐
市
へ
来
訪
さ

れ
る
方
は
、
県
内
外
を
問
わ
ず
確
実
に
増

加
し
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
さ
ら
な
る
増
加
策
と
し
て
、

東
海
環
状
自
動
車
道
沿
い
に
本
市
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
大
型
看
板
を
設
置
す
る
ほ
か
、

一
人
で
も
多
く
の
方
に
、
市
内
に
点
在
す

る
産
業
観
光
施
設
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る

よ
う
、
市
内
の
国
道
、
県
道
の
主
要
交
差

点
な
ど
に
案
内
看
板
を
設
置
し
ま
す
。 

二
〇
〇
七
年
に
、
陶
磁
器
製
食
器
な
ど

か
ら
の
鉛
と
カ
ド
ミ
ウ
ム
の
溶
出
基
準
が

厳
し
く
改
正
さ
れ
る
予
定
で
、
現
在
市
内

の
業
界
関
係
者
は
、
そ
の
対
応
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
今
年
度
に
限
り
、
市
内
の
陶

磁
器
上
絵
付
製
品
取
扱
業
者
が
、
新
基
準

に
適
応
す
る
た
め
、
電
気
焼
成
炉
の
改
修

を
行
っ
た
場
合
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
、

一
定
の
基
準
を
設
け
助
成
し
ま
す
。 

ま
た
、
陶
磁
器
試
験
場
で
実
施
し
て
い

る
鉛
・
カ
ド
ミ
ウ
ム
溶
出
試
験
の
手
数
料

も
、
今
年
度
に
限
り
、
二
分
の
一
に
減
免

し
ま
す
。 

す
で
に
設
置
済
み
の
泉
小
学
校
を
除
く

市
内
全
小
学
校
に
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

し
ま
す
。 

   

市
内
全
中
学
校
に
、
心
臓
突
然
死
を
防

ぐ
た
め
の
救
急
医
療
用
具
で
あ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を
配
備
し
ま

す
。 

        

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
年
度
に
全
面

移
転
改
築
工
事
が
実
施
で
き
る
よ
う
、
基

本
設
計
を
行
い
ま
す
。 

生
涯
学
習
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
各
地

域
に
特
色
あ
る
公
民
館
の
整
備
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

今
年
度
は
、
「
も
の
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
と
し
、
陶
芸
教
室
・
木
工
室
な
ど
を
備

え
た
土
岐
津
公
民
館
を
建
設
し
ま
す
。 

                

 



        

乳
幼
児
な
ど
に
対
し
、
医
療
費
を
助
成

し
て
い
ま
す
が
、
新
た
に
小
学
一
年
生
か

ら
中
学
三
年
生
ま
で
の
児
童
・
生
徒
が
入

院
し
た
際
の
医
療
費
を
助
成
し
ま
す
。 

        

人
口
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
保
険
給
付

額
も
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま

す
。 今

後
も
、
介
護
保
険
事
業
を
安
定
的
に

継
続
し
、
健
全
に
運
営
し
て
い
く
た
め
、

向
こ
う
三
年
間
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

な
ど
の
伸
び
率
を
勘
案
し
、
満
六
十
五
歳

以
上
の
方
が
該
当
す
る
第
一
号
被
保
険
者

の
介
護
保
険
料
を
、
二
千
五
百
七
十
六
円

か
ら
三
千
五
百
六
十
九
円
に
、
今
年
度
か

ら
改
定
し
ま
す
。 

ま
た
、
介
護
に
関
す
る
総
合
的
な
相
談

や
介
護
予
防
事
業
な
ど
を
行
う
「
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
職
員
四
人
体
制
で

設
立
し
ま
す
。 

        
東
海
地
震
な
ど
、
大
規
模
災
害
の
発
生

が
心
配
さ
れ
て
い
る
中
で
、
消
防
団
活
動

の
活
性
化
と
地
域
住
民
と
の
連
携
を
図
る

た
め
、
消
防
団
中
核
拠
点
施
設
の
建
設
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
土
岐
津
・

妻
木
両
分
団
の
中
核
拠
点
施
設
を
建
設
し

ま
す
。 

        

都
市
計
画
街
路
「
新
土
岐
津
線
」
の
整

備
事
業
に
つ
い
て
は
、
早
期
の
事
業
完
遂

を
目
指
し
て
、
駅
前
交
差
点
か
ら
西
踏
切

交
差
点
ま
で
の
約
二
百
六
十
m
を
、
県
に

先
行
し
て
市
が
整
備
す
る
予
定
で
す
。 

そ
の
た
め
、
今
年
度
は
、
地
権
者
の
意

向
の
把
握
と
市
の
整
備
計
画
を
提
案
し
、

事
業
を
円
滑
に
推
進
す
る
た
め
の
調
査
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。 

ま
た
、
前
年
度
に
実
施
し
ま
し
た
「
土

岐
市
駅
周
辺
地
区
都
市
再
生
基
本
調
査
」

の
内
容
を
踏
ま
え
、
「
土
岐
市
駅
周
辺
地

区
活
性
化
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。 

さ
ら
に
、
今
年
度
か
ら
三
年
計
画
で
、

中
央
本
線
踏
切
の
拡
幅
改
良
工
事
を
実
施

し
ま
す
。
今
年
度
は
、
踏
切
の
拡
幅
と
、

泉
町
河
合
の
宮
洞
踏
切
廃
止
工
事
お
よ
び

廃
止
に
伴
う
側
道
の
新
設
工
事
な
ど
を
行

い
ま
す
。 

高
齢
者
な
ど
、
交
通
弱
者
の
日
常
生
活

に
不
可
欠
な
交
通
手
段
と
し
て
、
運
行
し

て
い
る
市
民
バ
ス
に
つ
い
て
、
新
た
に 

「
バ
ー
デ
ン
パ
ー
ク
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
」
ま
で
の

路
線
を
開
設
し
、
一
人
で
も
多
く
の
皆
さ

ん
が
お
出
掛
け
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。 


